
開会の辞     後藤直正（京都薬科大学・学長）　 
 
研究プロジェクトの概要   研究代表者　松田久司 
 
当帰：栽培、成分分析、薬効評価および成分合成について　 
　　月岡淳子、岩﨑宏樹、中嶋聡一、武上茂彦、中村誠宏、中田徹男、 
　　山下正行、松田久司、北出達也 
 
甘茶：栽培、成分分析および薬効評価について　 
　　月岡淳子、中嶋聡一、岩﨑宏樹、長谷井友尋、武上茂彦、中村誠宏、 
　　渡辺徹志、山下正行、松田久司、北出達也	
 
延命草：栽培、成分研究および薬効評価について 
　　月岡淳子、松本崇宏、中嶋聡一、中村誠宏、渡辺徹志、松田久司 
 
休憩 
 
特別講演	

　　薬用植物の国内栽培化の現状と課題	 
　　　　　　～薬用植物資源研究センターの取り組みを中心に～	
　　川原信夫	

　　（国立研究開発法人	医薬基盤・健康・栄養研究所 
 薬用植物資源研究センター		センター長）	

　　 
川芎の耐糖能改善作用	
　　森川敏生	

　　（近畿大学薬学総合研究所	教授）　	
　　　	

意見交換会	
 

連絡先　〒607-8412	京都市山科区御陵四丁野町１	京都薬科大学	生薬学分野	　松田久司	
　　　　E-mail:	matsuda@mb.kyoto-phu.ac.jp	

文部科学省	私立大学戦略的研究基盤形成支援事業	

会場  京都薬科大学　愛学館３階　Ａ３１講義室	
会期　２０１８年　３月９日（金）	

15:30～15:35	
	
15:35～15:45 	

 
15:45～16:15	

	
	
	

16:15～16:45	
	

	
	
16:45～17:15	

	
	
17:15～17:30	

	
17:30～18:30	

	
	
	

	
	

	
18:30～18:50	
	

	
	

18:50～	
ポスター掲示：14:30～18:50	


